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文 化 財 調 査

寺 原 俊 文



|こめじ:ま

国富町 が企画 して実施 中の町 内文化財
.委

皆調査 は ,現 在 ,各地区 に調 査協力員 を町か

ら委嘱 して生活 の周辺 1/C存 在す る文化遺産の発掘 1/C鋭 意努力 が払 われ てい る。 その趣 旨

は第一 集 に示 した とお り「 町 内にはか な り文化財が遺存 し,指定文化 財 も七 件 をかぞ え

未指定の なか に も保存 価値 の ある文化遺産が各地区 に残 つてい る と思 われ る。 と 〈に
,

生活 の近代化 に伴 t/h,古 い生活 用具 は散逸滅失 じ遺跡 も破壊 寸 前の状 態。 この際 ,町 内

の文化 財の再調査 を行 つて文化遺産の現状 を確認 して記録 で保存 し,多 るいは町 の歴史

を確認す る重要 な文化遺 産 は文化財 と して保護措置 を講ず る」 とい うもので ある。 各地

区 の文化財調査協力員 の ご努力 で相 当数 の民具 そ の他一 般 文化財が確認 されてい るが
,

詳細 な調査記録 ,他地域 との比較 ,保存価値 な ど検討 を要 す る物件 も多数 見 られ る。

今 回 も主 と して ,石 造文化 財の記録 を重点 に とりあげ て い るが ,石造 文化 財は紙 に残 る

古文書 ′古記録 に比べ て郷 土史研究上 に極 めて重要 な資料性 を備え てい る とい うことも

ある。形態か ら見る過去 の 社会 背景 もその一 つで あ り石造 文化 財の価値 はそ の多 〈が最

初か らの位置 におかれ て膝 る とい うところに もある。 町 内には まだ数 多 くの石造 文化 財

が残 されて終 る。 郷土 とい う特定地域 社会 の歴史 を研究 す るには ,金 石 文が最 高の資料

性 を発揮 して くれ る。 応 永 ,天 文 ,永 禄 ,天 正 とい う中世の石造物 が現位置 に残 つてい

る と膝 うことは町 の歴史 の流れの中に ,中 世か らの繁栄 を想像 させ る。 薮 の中に転が る

石塔の破片にも,あ る時代のその地域の経済,宗教,芸術文化の実態 と移 り変 りを物語 つて くれる。

今回は町のたイ財 旨定に併せて調査 した法華岳薬師寺石塔群ならびに義門寺石塔群が中心 とな つたが

その他の文化財についても資料を温存 して民具の一覧とともに記録にとどめる作業をすすめつつあ

る。



調 要概の査

② 板

国富町大字八代北俣 尾園

高 さ 104糎

尾園の竹林の中に半切 した根碑を並べて建てて

いる。塔身の下部から右上方 53糎 ,同 じ〈左上

方 45糎の線から半切 している。頭部に山形をつ

〈り,その前面は額rC連 り,額前面に二条の横線

を引く。

額の中央rCtt l a 5糎 の円相を刻む。厚さ 19糎

銘文は,身部に

干時天正七年八 月彼岸

奉読誦大乗妙典

「

千部供養 明雪明鏡也

施主  福島佐渡介秀安等

国富町大字八代南俣門前

高  さ 101糎

山形の高さ 17糎 ,前面は額に連 り,額前面に

二条の横線を引 く。

額の出は ■5糎 ,その下の身部の部分高さ 53糎

ある。碑の形は 26糎縦 ,横の正面角柱につ くつ

ている。

銘は,身部に

干時 永禄五年壬成

奉読誦法華妙典=千部

旦那 福島将監永具併

とある。 16世紀中葉 (1562)の 造塔であ

る。
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③ 鰐

所在地  国富町大字八代南俣門前

氏蔵

鋳銅製  径 16糎

鰐 回は局平 円形 を して ,鉦鼓を二つ合わせた形に似

ている。神社仏閣の軒先 1/6かけて布縄を垂 らし,参詣人

は,こ の緒を振 つて鼓面を打ち鳴 らして礼拝 した。

この門前の鰐口は,鼓面径 16糎 ,肩幅 4糎 ,鼓厚 5

糎 ,撞座径 3.5糎 ,耳長 3糎 ,耳穴径 1糎である。

技面は銘帯,中 区,撞座の三区に分ける。

撞座は 2重圏の中に八葉の三角文を鋳出 している。

中区に左右対照の蓮花文を細線で陽鋳する。銘帯は無文無銘である。他の鼓面は圏線のみ鋳出して
,

面の周囲を取 り巻 〈縁は二圏,銘帯 と中区を画するに三圏,撞座部二圏となつている。

④ 板 碑

国富町大字八代南俣 大坪

高 さ 95糎    凝灰石

山形の頭部高さ 10糎 ,額の高さ 275糎 ,身部巾

32糎。

銘に

施主 福島佐渡介

奉読誦大乗妙典一千部供養 先租

豊天正十六年戌子初冬吉祥日敬立
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⑤ 洲浜松竹双鶴鏡 一面

の鏡が発見されて代 家で保存された ものという。

現在,鏡松があつたとい う所に,五輪塔などの石塔残片 も見られる。

⑥ 六地蔵

国富町八代北侯  氏蔵

径 11.3糎

鏡背文様は,波の打ち寄せる洲浜に大 き〈枝を。

は つた松 と竹を配 し,左手に双鶴が立 つという洲

浜形式で,縁は直角 中縁。界圏は細線単圏で鉦は

亀針b亀鐘と双鶴の三者が接嘴|し ζ室町後期に固

定化 した文様の特徴をあらわ している。八代北俣

氏宅か ら西南約 200%の 地点に往古 ,

松樹があり里人はこの松を鏡松 と呼んでいた。

その松が約 100年前に枯死 し,その根元か らこ

国富町大字本庄十 日町 宝光寺境内

台石を 2段 に置 く。竿石高さ 105糎 ,巾 36

糎,中台高さ 20糎 ,六地蔵 1辺 巾 25糎 ,高さ

32糎 ,笠石に二重種 をつける。

宝光寺は,真宗西京仏光寺の末派 (日 向地誌 )

で,本尊阿弥陀如来像は室町時代の作と伝え られ

る。

万福寺,義門寺 とともに,本庄台地に建つ古栞1で

ある。

銘は塔身に

奉造立六地蔵塔一宇事右志者

幻阿蜘陀仏妙蓮禅定尼

頓証大菩提 永禄九洋丙寅

(各面四方梵字)

檀那安部定秀同氏女現世安隠後生善処故 而己

二月十三日 施主 敬 白



⑦ 板 碑

国富町大字本庄六日町 地蔵塚

高さ 108糎

六 日町の旧道沿いに,地蔵塚 と呼ぶ古墳があり,

そこに地蔵堂が建て られているが,堂の東面庭に板

碑がある。山形頭頂部か ら額 との接点まで高さ 15

糎 ,額の高さ 17糎 ,巾 32糎 ,身部に 2糎の切込

みをつ 〈る。身部の高さ 71糎 ,側面巾 18糎であ

る。

銘は,身部に

現世安隠妙永禅尼 千時天対 四年己己

奉読誦大乗妙典一千部供養

後生善処為口阿弥陀仏 二月十五日 敬白

とある。

国富町大字本庄六日町

氏所蔵

高さ 約 60糎

格 (拝)の長さ36糎、皿径 15糎、深さ2.5糎、

分銅もともに遺存 している。分銅のなかに壬申と刻

したものがあり、この秤を使用 したと思われる年代

から千支をさぐると、文化九年 (1812)に つ く

られたものであろう。本庄六日町附近は、幕領 時代、

商業の中心地として栄え、.豪商が軒 をならべていた

所で、とくに文化、文政の頃はその極 に達 していた

とぃう。このテンビンバカリは、その豪商の一つ、

和泉屋で使用されていたものである。

③ テンビンバカリ



法 華 岳 薬 師 寺 石 塔 群

法華岳薬師寺は,東諸県郡国富町大字深年 4.070番地にある。寺域は法華岳の中腹にあつて

景勝の地 としても恵まれた環境にある。

寺域の北端に,歴代僧侶の墓塔 と考え られる無縫塔を主として,宝塔、五輪塔が整然 と並んで建

立されている。

す号塔 無縫塔。総高 92糎 ,塔身の最大

径 34糎 ,高さ 74糎 ,底径 30糎 ,基礎の

上に塔身を置 く。

基礎は高さ 23糎 ,巾 各 46糎で,正面に巾

31糎の格狭間をつ くり,蓮弁を陽亥1し てい

る。 基礎の下に三段の基台を置 〈。塔身正面

に「禅芳」,向 つて左債1面 に「 天保 十二年辛

四月十八 日」と銘を刻 している。

二号塔 無縫塔。総高 92糎 ,塔身の最大

径 23糎 ,底径 20糎 :請花高 15糎 :上 面

径38糎 ,底径 2?糎。基礎は高さ 21:糎
,

巾36糎の方形,基礎の下に三段の基台を置

く。塔身正面に「実応塔」,向 つて右側面に

「文政十二己丑六月十八 日」と刻銘 Lン ている。



三号塔 無縫塔。総高100糎 ,塔身の最大

径ζ5糎 ,底径 19糎 ,請花高16糎 ,上面径

37糎 ,底径 25糎 ,基礎高さ 18糎 ,塔身正

面に「泰長」,向 つて右側面に「享和三壬戌年」

左倶1面 に「十一月十五 日」と刻銘 している。 基

資は二段 とする。

四号塔 無縫塔。 101糎 ,塔身の最大径

30糎 ,底径 26糎 ,請花高 18糎 ,上面径

36糎 ,底径 27糎。基礎高 22糎 ,巾 33糎

基台は二段とするも本塔の銘は,塔身正面に

「普汰」と刻む。裏側に「寛政六年甲寅八月二

日」とある。塔身頂部はК平に削る。

五 号塔 無縫塔。総高 938糎。

塔身の最大径 33糎 ,底径 27糎 ,請花を略 し

て基礎の上に塔身を置 〈。 基礎の正面に格狭間

をつ 〈り,池 よにさ〈蓮花を陽刻 している。

銘は塔身正面に,「昆山」,裏面に「当山二十三

世 寛政四年壬ft月 四 日廷化」

「俗寿五十四歳」とある。塔身頂部はゆるやか

な曲線をえが く。
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六号塔 無縫塔。総高 91糎 ,塔身の最大

径 27糎 ,底径 20糎 ,基礎の高さ 29糎
,

基礎の上部 3糎の高さに,単弁 8葉の反花を

刻出し,その上に塔身を請ける。塔身正面に

「当山二十一世大棟日大和尚」の銘を刻む。

塔頂約 3分の 1の 所に塔身の大径があり,倶1

線は滑 らかに下向する。

七号塔 無縫塔。総高 113糎 ,塔身高 7

1糎 ,底径 27糎 ,請花高 14糎 ,上面径 4

3糎 ,底径 30糎 ,基礎高 53糎 ,巾 59糎

塔身正面に「実翁塔」の銘がある。

八号塔 無縫塔。総高 144糎 ,塔身 61

糎,底径 30糎 ,請花高 15糎 ,上面径 43

糎,底径 30糎 ,反花 との間に高さ 12糎
,

各辺 30糎巾の 6角柱をつ くり,その下に反

花座,高さ 13糎を陽刻する。 基礎の高さ 6

8糎 ,銘は正面に「 江洲」,右償1面 に「 寛保

二壬成歳」,左側面に「 八月二 日」とある。



九号塔 無縫塔。総高 125糎 ,塔身高 57

糎,大径 25糎 ,底径 20糎 ,請花高 16糎
,

上面径 35糎 ,底径 25糎 ,基礎高 52糎 ,請

花の下に反花を置〈。反花の下段に一面巾24

糎の四角柱をつくり,正面,右 ,左面に剣菱文

を陽刻,その下段に高さ 24糎 , 1面巾40糎の

の基礎を置 き, 正面,右 ,左面に格狭間をつ

くり,それぞれに植物文を陽刻している。銘は

塔身正面に「霊谷」,裏面に「千時正徳四年甲

午十二日」とある。

十号塔 無縫塔。総高 134糎 ,塔身高 66

糎 ,木径 30糎 ,底径 23糎 ,請花高 16糎
,

上面径 41糎 ,底径 27糎 ,基礎高 52糎 ,基

礎の上半部分に八角柱を置 き,反 花をのせる。

銘は塔身正面に「保厳」とある。

十二号塔 無縫塔 総高 127糎 ,塔身高 5

9糎 ,塔身の最大径 33糎 ,底径 23糎 ,請花

高 18糎 ,上面径 36輝 ,底径 28糎 ,請花の

下段に中台と見られる方形五段,高さ 20糎で

下方内側に傾斜する。竿は高さ 10糎 ,一面の

巾26糎の方柱,その下段に上段と同じく方形

五段,高さ 20糎の基礎が中台と逆に最下段一

面 45糎の巾から上部に傾斜する。その下に各

辺 70糎方形の基壇を置 く。銘は塔身正面に

「樵堂」とある。
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十二号塔 無縫塔。総高 88糎 ,塔身高

49糎 ,大径 30糎 ,底径 23糎 ,請花高

14糎 ,上面径 42糎 ,底径 25糎 ,基礎

高 25糎 ,巾 52糎。銘は正面に「 慈堂」

とある。塔身は卵塔で,塔身の高さと最大

径が接近 して形が美 しい。

十三号塔 無縫塔。総高 103糎 ,塔身

高 54糎 ,大径 40糎 ,底径 30糎。請花 .

高 19糎 ,上 面径 48糎 ,底径 30糎。 基

礎の高さ 30糎 ,方形で一面の巾 71糎。

銘は正面に「 □堂」とある。塔身は卵塔で

塔身の高さに比 して径が長 く,美 しい流線

形につ 〈っている。

十四号塔 無縫塔。無縫塔 89糎。塔身

高 53糎。大径 32糎。底径 27糎 ,請花

半壊 しているが,高さは 16糎 ,基礎高

20糎 ,径 62糎の四面。銘は塔身正門に

「復安」とある。

》
・ヽ
一・聰

1響 場ヽ籐螢ヽ |′
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十五号塔 無縫塔。総高 99糎 ,塔身の高さ 53

糎 ,底径 30糎 ,基礎高 20糎 ,各辺長 (方形)

6_1糎。銘は塔身正面に「年室」とある。卵塔の線

が美 しい。

十六号塔 無縫塔。塔身は卵形でなく,高 さ 42

糎 ,径最大で 48糎 ,底径 32糎の太鼓形の塔身で

ある。請花高 23糎その下に反花高さ 18糎 と基礎

(方 形)が置かれる。銘は塔身正面に「単参」とあ

る。

十七号塔 無縫塔。総高 87糎 ,塔身高 50糎 ,大

径 33糎 ,上面径 45,底径 27糎 ,基礎高 15糎
,

各辺長 (正方形)50糎 ,その下に基壇を敷 〈。刻

銘なし。流線型の形のよい卵塔。



十八号塔 無縫塔。総高 123糎 ,塔身高

64糎 ,大径 40糎 ,底径 30糎 ,請花高 32

糎,上面径 53,底径 34糎 ,基礎高 27糎
,

正方形で一面巾 73糎 ,形の美 しい卵塔。銘は

「 当山七世」「東岳理天大和尚」とある。

十九号塔 無縫塔。塔身高 6

底径 20糎のほぼ円柱の塔身。

を置 〈。塔頂は三角形。

0糎。大径 26

下に基礎 ,基壇

二十号塔 無縫塔。総高 127糎 ,塔身高

62糎 ,大径 31,底径 25糎 ,請花高 23糎

その下 に反花座をつ くる。

基礎の高さ42糎 ,方形で一面巾50糎 ,正面

と左右面に格狭間をつぐり蓮弁夕刻出している。

銘は塔身正面に「白卍Lと ある。
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二十一号塔 無縫塔。総高 151糎 。塔身

72糎。請花高 22糎 ,基礎高 57糎の うち

,上 部 26糎 の高さに,六 角面の上に反 花を刻出

している。各面に格狭間をつ くる。 基礎の下に

基壇を置 〈。

二十二号 塔  自然石型墓塔 ,塔 身高 82糎。

基礎高 19糎 ,巾 65糎 ,下 に基壇を置く。

銘 は塔 身正面 に「 慧 海 」 とある。

二十三号 無縫塔。総高 131糎 :塔 身高 62

糎 ,大径 30,底 径 24糎。請花高 20糎 ,基

礎高 49糎:銘 は塔身正面に「 春峰」「 享保十

五 」「 当寺十六 世」「二 月二十 日」とある。
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二十四号塔 無縫塔。総高 111糎。

塔 身高 64糎。 請花 な し。 塔 身の下 に高 さ

28糎 ,各辺径 35糎 の六 角 の台石 を置 き

基礎 は高 さ 19糎 ,巾 54糎 (方 形 )と し

さ らに二 段 の 基壇 を置 く。 銘 は塔 身正面 に

「 堂山十八 世大通音 大和 尚 」 ,右 側 に「 宝

暦三 発西 歳 」左側 に「三 月九 日示寂 」 ,さ

らに裏面 に「 蔵鷺塔 」 とあ る。

二十五 号塔  無縫塔。 総 高 89糎。 塔 身

高 66糎 。 請花 な し。 基礎 高 23糎。 銘 は

正面 に「 智隆 」 とある。

二十六号塔

自然石型墓塔 ,塔 身高 111糎 。

巾 22糎。 墜壇三段 につ 〈る。 無銘



二十七号 塔 無 縫塔。 総高 103糎 。 塔 身高

59糎 ,請 花高 21糎 ,上 面径 37,底 径 27糎

基礎高 23糎 ,下 に二段 の 基壇 を置 〈。 銘 は塔 身

正面 に ,「染月 前住職蔵海大和 尚禅師 」「 当山三十

世 」 とある。

二十八号塔  無縫塔。 総高 101糎 ,塔身高

58糎 ,大径 21,底 径 18糎 ,請 花 高 30糎
,

上面径 40,底 径 24糎。 基礎高 13糎 。 銘は塔

身に「 活眼丹龍首座 」 とある。

二十九号塔  板碑型墓塔 ,塔 身 72糎。 径 24糎

塔 頂山形 ,高 さ 10糎。塔 身正面 に「 風 山道雲禅

定門 Jの 銘 が ある。

三十号塔  角柱墓塔 高さ 74糎 ,径 21糎
,

塔 身正面 に「 口口口口口」 ,右 側 に「 延 宝 4年 辰 」

左側 に「十二 月十六 日」の銘 が ある。



三十一号塔 無縫塔。 総高 112糎 。

塔 身高 67糎 ,大径 30,底 径 23糎
,

請花高 21糎 ,上 面径 40,底 径 26糎
,

基礎高 24糎。 銘は塔 身正 面 に「 大嶺塔 」

右側 に「 堂山三十三 世 」 ,左側 に「 安 政

四 年 己午 十二月廿二 日」 とある。 塔 頂部

に突起 |を つ 〈る。

三十二号 塔 宝塔。 総高 161糎 ,宝

珠高 13糎 ,請 花高 15,露 盤 高 75糎。

.屋 根の厚 さ 28糎 ,巾 58糎 ,軸 部高 3

9糎 ,基礎高 25糎 ,巾 52糎。 銘 は軸

部 正面に径 26糎 の月輪 を彫 り,正 面に

「 圭翁全 国居士 」 ,右 面に「 慶長十三 戌

申正月八 日 丹 生備 前守恒 信 」 とある。

三十三号塔 無縫塔。総高 89糎 ,塔身高

52糧)請花高 12糎 ,反花高 12糎。 基礎

高 15糎。その下に基台を置 く。銘は塔身正

面に「好 牛善越上座」,右側に「 正徳二年壬

辰」,左に「f二 月初六日」。とある。請花 と

反 花を一石で日形の請台としている。

三十四号塔 無縫塔。総高 102糎 ,塔身

高 63糎。
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請花高 12糎 ,反花高 12糎を,共に一石で臼形につ〈る。その下に一辺 86糎の四角基礎を置

き,さ らに二段の基壇がある。塔身正面に「雲山僧龍記宝」の銘を刻している。

三十五号塔 自然石墓塔。高さ 77糎
,

巾 41糎。

三十七号塔 宝塔。総高 133糎
,

宝珠高 31糎 ,径 19糎 ,請花高 11糎
,

露盤高 17糎 ,屋根高 24糎 ,巾 49糎

軸部高 37糎 ,巾 31糎 ,基礎高 13糎
,

巾 49糎 ,軸部正面に「大法師宥印」の

銘がある。

三十八号塔 宝塔。相輪を欠 〈。請花

高 26糎 ,屋根高 51糎 ,巾 59糎 ,基

礎高 58糎。

三十六号塔 自然石墓塔。高さ 78糎

巾35糎。
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三十九号塔 自然石墓塔。塔身高 128糎
,

径 40糎。

四十号塔 無縫塔。総高 89糎 ,塔身高 67

糎,大径 29,底径 25糎 ,基礎高 22糎 ,.巾

42糎の下に基壇を置 〈。塔頂は К平に切る。

四十一号塔 角柱石塔。高さ 83糎 ,巾 31糎

基礎高 20糎 ,巾 42糎。正面に,高さ 55糎

中央巾 26糎の命を彫 り,不動明王 (高 38,

顔巾 75糎 )と 火焔を陽刻 している。裏面に

「当山中興 ,友 外自仙和尚禅師」,向 つて左面

に,「元禄八年乙亥 十胡 吉祥日」「 石エー瀬

氏重右衛門朝清」の銘がある。当地方で石工の

名前を刻 している例は珍 らしく,歴史資料とし

ても価値の高い石塔である。       ‐

四十二号塔 無縫塔。総高 77糎。塔身高 56

糎,基礎巾 37,高さ 21糎。請花,反花を欠

き,簡略化 した塔身だけの石塔。塔頂に突起が

あり,江戸末期のものと考え られる。
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四十三号塔 五輪塔。総高 107糎。地輪高

24糎 ,巾 28糎 ,よ輪高 16糎 ,径 31糎
,

火輪高 19糎 ,巾 39糎。風輪高 18糎 ,巾

17.5糎。空輪高 30糎 ,径 17糎 , 火輪に「

文禄四乙未 圭梅宗乾居士」と刻銘 している。

四十四号塔 無縫塔。総高 95糎。塔身高

53糎 ,大径 25,底径 17糎。 基礎高 15,

巾 41糎。正徳三年銘がある。

義 門 寺 石 塔 群

義門寺 は ,国 富町大字本庄 4834番 地 の 1な らびに 4833番 地 の 1に 所在す る

古刹で ある。

この義門寺 の寺域西方 に墓地 が あ り多 くの中世石塔群が遺存 してい る。 今回は この石

塔群 の なかで も時代 の古 い もの を対象 としたが ,さ らに他 の石塔 について も調査 をす

すめ る必要が ある。
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一 号塔 宝筐 印塔 ,基 礎 高 50糎。 基礎 に格狭

間 を影 り,上 面 に塔 身 を請け て複弁 8葉 の蓮弁 を

陽刻す る。 塔身は高 さ 33糎 ,幅 33糎 の正方 角

柱。 隅飾 りは高 さ 19.5糎 ,下 幅 18.5糎
,。 笠 は

階段 状 に 6段 に作 り笠の下 は、二段 に亥↓む。相輪は九

輪目と宝珠を欠失しているが ,全体に姿の 美 しい花商

岩 製 の 宝 筐 印塔 で あ る。 製 作年 代 も

造塔様式か ら南北朝時代 と考え られ る。 県 内 に も

数少 ない宝筐 印塔 の一 つ で あ り,石造美術 品 と し

ての保存 価値 も高 い。

二号塔  板碑。 総高 115糎 。 頭 部 を山形 につ

〈り,下 1/C二 条 の横線 を引 〈。 山形 の高 さ 20糎
,

巾 34糎 ,額 より身部 rC 2.8糎 彫 り込 み ,身 部 に

南無 阿弥陀仏 」 と銘 を刻む。 身部の厚 さ 21糎。

三号塔  板碑。二号塔 に接 して建 ち,高 さ 94

糎 ,山 形の頭部の下 に二条 の横線 を彫 る。

山形 部分 の高 さ 13糎 ,額 の高さ 12糎 ,巾 30

糎 ,額 か ら身部 に三糎切 り込み ,身 部 に「 南無 阿

弥陀仏 」の銘 を刻 した名号 題 目板碑 で ある。
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四号塔 五 輪塔。 総高 88糎。 地 輪 高 6糎
,

巾 48糎 ,К輪高 29糎 ,径 40糎 。 火輪 高

30糎 ,上 巾 23糎 ,下 巾 53糎。 風 空輪 を

一 石 でつ くり高 さ 23糎。 火輪 の笠 の うち三

面 に「 明阿」「 応永 」「六 月六 日」 とそれぞ

れ銘 を刻 り込む。

五号 塔 板碑。 高 さ 115糎 ,三 角頭 頂か

ら額 との接点 まで 13糎。 巾 35糎 ,額 の高

さ 16糎。 身部 に 2.5糎切 り込む。 身部 に

「南無阿弥陀仏」,右 下に「七 ヶ年」 ,左下

に「 応安 3年 」と銘 を刻 してぃる。応安 3年

は西暦 1370年 。 612年 前の南北朝時代

の造塔。

六号塔 笠塔婆。 高さ 103糎 。 台石高 9

糎 ,巾 89糎 ,塔 身高 73糎 ,巾 53,厚 さ

25糎。 笠石高 21糎 ,巾 83糎 の切妻造で

極 を施す。 種 巾 3糎。 塔 身の中央 に ,弥陀三

尊像 を彫 り,右 側 に「 □口十五 年庚戌 」 ,

三 尊像 の下 rC「 明仏 口」 ,左下 に「 施主 敬

立 」「八 月廿七 日」 とある。 日口十五 年 の庚

成,の 年 は慶長 15年 (1610)と な る。
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七 号塔  笠塔婆。 高 さ 130糎 。 台石 高

さ 7糎。 巾 80糎。
「

ll高 90糎 ,巾 44糎。

厚 さ 26糎。 笠石 高 33糎。 仏像 を碑 面 6

糎 を彫 り〈ぼ めて中 に陽刻 してい る。 塔 身

に刻んだ仏像 の下 部 に「 為常春禅定門施主 」

右 に「 千時天正 十一 年昭陽協沿 」 ,左 に

「拾月二十四日」と銘を刻する。

八号塔  笠塔婆。 高さ 67糎。 台石 高 9

糎 ,巾 39.5糎 。 塔 身高 58糎。 巾 31糎。

笠石 は欠失 してい る。 銘は塔 身に

「 音 永禄     ,

逆修 昭阿弥陀仏

口根徳仏房|と ある。
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轟圏原地下武横穴発掘調査

東諸県郡国富町大字深年字高国原5751番地



例    言

1.本報告は ,昭 和 56年 4月 30日 か ら 5月 8日 まで (6日 間 )国 富町 教育委員会 が

県 文化課 の協力 を得 て実施 した高田原地下式横穴群 の発掘調 査報 告で ある。

2.発 掘調 査は ,県文化課 主事 面高哲郎 ,北 郷 泰道 ,菅 付和樹 が担 当 した。

3 本報告 の執筆 は ,面 高 ,北 郷 ,菅 付 が あた り,遺 物 の実浪1, トレースは須恵器 を県

文化課山中悦雄 が行 つた以外は各執筆者 が行 つた。

4.写 真撮 影は ,面 高 ,菅 付 が行 った。
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在 (第 1図 )

国富町の北西には,本庄川支流である後川,深年川にはさまり,南東へ緩やかに南東へ傾斜す

る高田原台地がある。地下式横穴は,台地南東1端 の標高約 80%に位置する。行政上は,東諸県

郡国富町大字深年字高田原 5751番 地である。

高田原台地での地下式横穴の調査例は,昭和 43年 2月 ,石川恒太郎氏及び天理大学によつて

字市ノ瀬で調査された 4基があるのみで字高田原においては今回が初めてである。 (註 1)今回

調査された地下式横穴は, 2基であるが,古老の話によると,以前,付近には小甲墳らしいもの

も存在しており,ま た,開田中数ケ所の陥没もしていることから,当地に数多〈の地下式横穴が

存在すると予想される。高田原地下式横穴と市ノ瀬地下式横穴とは,直線にして約 1んzの距離を

隔てており,両者は各々独立 して群を形成 しているものと考えられる。

註 1 石川恒太郎「地下式古墳の研究」1973

地所

紗

ぶ

や

機

図第 遺 跡 所 在 地
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Ⅱ 調 査 に至 る経 過

昭和 56年 4月 10日 ,地 氏 よリゴボウ栽培のため トレンチ ヤーにより深耕作業中 2

ケ所が陥没 したとの連絡が国富町教育委員会にあり,現地調査を行 つた結果,地下式横穴である

ことが確認された。陥没部は地下式横穴の天丼であり,現状保存が困難であつたので発掘調査を

行 うことにな つた。

現地調査の際, 氏の畑には土師器,須恵器片が散布 しており,ま た,耕作中には直刀 も出土

している 氏の畑の旧地主であ 氏によると今回発見された地下式横穴の東では道路に沿

つて幅約 2Z,長 さ約 7″ ,高 さ 1%の塚があり,刀 4～ 5本が出土 している。塚の推定地下に

は河原石が多数あるため, トレンチ ヤーが使用不能であつたことよりここに塚に伴 う遺構あるい

は何 らかの遺構の存在が予想された。そこで,調査は地下式横穴の調査の他,塚の推定地下の遺

構の確認調査 も併せて行 うこととした。

発掘調査は,国 富町教育委員会が主体者となり,県文化課主事面高哲郎,同北郷泰道,口菅付

和樹の 3名 の担当で昭和 56年 4月 30日 から5月 8日 まで (6日 間)実施した。

発見地周辺には,地下式横穴が群集すると予想されるので,今回調査した地下式横穴を高田原

地下式横穴群第 56-1号 , 56-2号 として記述する。(第  2 図)

発掘調査期間中,多大な協力をねただいた地 氏に深く感謝します。

圏 3

囲 2

園 1

咆
溝 国集石遺構

第 2図 遺 構 分 布 図

ぎ
鰐道

路

□ 5

慟　　翻
〕

10`π
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Ⅲ 調 査 の 結 果

1 第 56-1号

遺 構 (第  3 図)

第 56-1号 は,主軸を南東方向にもつ,長方形切妻造平入の構造をもつ地下式横穴である。

被葬者は一体で,頭位は南東方向である。

堅穴は,南辺 170",南 北 130硼の隅丸五角形をなす。掘 り込みは,赤ホヤ層直上で確

認され ,深さ 105御である。堅穴東部には,長軸 80例 ,短軸 60θ″,深さ 30"の落ち込

みがある。

羨道は,やや東へ偏る両袖式平入 りである。幅は,羨門部で 75θ笏,玄門部で 81例 とわず

かに広 くなる。天丼横断面は,中 央が弧状に低 くな り,中 央で 56印が計測される。

また:縦断面高さは,玄室に向 つて高 くなり,玄室天丼部との境は明瞭でない。

玄室は,南壁 (奥壁)215働 ,北壁 235働 ,東壁 117翻 ,西壁 125"が 計浪1さ れるが

長軸 230動 ,奥行き 120動 の長方形プランと見取れる。天丼は,切妻造 りで,頂部は丸 く仕

上げ られ稜は見られない。高さは中央部で約 75翻 である。南壁及び北壁では,天丼部と壁との

境で深さ 5～ 7翻掘 り込まれており庇様に見える。

玄Fl右 all i77は 柱状の浮彫 りがあり,ま た,天丼及び周壁は全面朱が塗 られている。

冨」葬品は,須恵器腺,直刀,鉄鏃である。瓦泉は完形で,頭部南東 20動の位置に直立 して置か

れていた。玄室南東隅では朱の拡がりがみ られた。

閉塞は,8Jl瞭 な施設は見られなか つたが,玄室への土砂の流入状態か ら板様閉塞でなか つたか

と考えられる。

遺 物

直刀 (第 4図 1)

推定全長約 78θ解の刀身に若千内反 りのある片区の直刀である。造入 ,平造。茎長 14.2働
,

茎先幅 1.5働 ,茎元幅約 2.2鍬
“
茎先重ね Q3翻 ,茎元重ね 06θ解。 目釘穴は 2ケ 所ある。

刀身の重ねは中央で約 07例である。

鉄 鏃 (第 4図 2)

鏃身約 4.5働 ,幅 1.9″ ,厚 さ 1.5%%の鉄鏃である。箆代は両側を折 り曲げて造 られている。
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第 3図  56-1号  地下式横穴 実測 図
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須 恵 器 鼠泉 (第  5 図)

口径 91動 ,器高 11.6例。 日要部は外反ぎみ

1/C上方へのびて,日縁部に至 り端部は失細 りとな

る。体部は偏球形で,最大径は中位 1/Cあ る。底部

は丸底で中位に円子Lを穿 つている。体部中位 より

やや上を 6本 を単位 とする櫛描列点文がめ ぐつて

いる。 体部より下半は微細なハケのあとナデ調整

上半はヨヨナデである。全面に丹塗の施された痕

跡も見られる。(面高)

第 4図  56-1号 出土遺 物

5 θπ

第 5図  56-1号 出土 遺 物

0       10 θπ

″ ∫熙∫∫♂
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2.第 56-2号 地 下 式 横 穴

地 層 の 状 態 (第  6 図)

竪坑の西側部分において層序を確認 した。

第 I層は黒色の耕作土で,約 25"の厚さである。第 I層 も黒色土層であるが,上 層 に比 べ て

固 く締ま つている。第 Ⅲ層は撹乱層である。上部に風化 した赤か つ色のアカホヤ層が広が り,そ

の下部にはアカホヤ塊 ,さ らに粘質か つ色土塊が多 〈含まれる。 これは,竪坑を掘 つた際の土砂を

―再び埋め戻 した ものであろう。第 L弓書は黄か つ色のプライマリーな状態のアカホヤ層である。第v

層は黒か つ色土層,第 llI層 はか つ色土層である。共 1/C粘質を帯びていて締ま つている。第Ⅶ 層

は明るいか つ色土層で,粘質を帯び黄か つ色パ ミスを多く含む。

なお,深耕農機の トレンチ ヤーは:ア カホヤ層下部表土下約 80物 の深さまで達 していた。
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遺  構 (第  7 図)

第 56-2号 は, トレンチ ヤーによる深耕中, トレンチ ヤーが玄室天丼部を破 り発見された。

調査に赴いた時 ,既 1/C玄 室内に人が入 り遺物の一部は持ち出されていた。天丼部は崩壊の恐れがあ

り危険な状態だ つたので,掘 り開いた後に調査を始めた。

遺構は 1号 の東方約 20%に位置する。主軸はN3ぴwで南南東に竪坑がある。

竪坑はアカホヤ面で検出された。第 図に示されるように,黒隼土層 と純粋なアカホヤ層との間

に風化 した ようなアカホヤ層があり,竪坑の掘 り込みは純粋なアカホヤ面か ら始ま つていた。 この

風化 したアカホヤ層は羨道の上のアカホヤ層上にも見られた。 これは,こ の 2号地下式横穴が造 ら

れる際 ,あ る程度の広さにアカホヤ層を削 つた後に竪坑部を掘 つた可能性を示すものと考え られる。

しか し,現在は畑地にあるため,ア カホヤの削 り取 られた範囲を確認することは出来なか つた。

竪坑の平面プランは南西隅が中央に寄 つた不整方形であり,その主軸に対 し玄室はやや北西方向 1/C

片寄 つて
資ξ

。玄室の規模に比べると竪坑部がかなり大きいのが特徴である。

羨門は竪坑の北壁中央に設け られ,約 40"前後の河原石 9個 で閉塞されていた。羨門の幅 79

働 ,奥行きは床面で 53～ 43御 ,天丼部で 25～ 34",高 さ約 55～ 65翻 ,玄門幅は 79仰

であつた。竪 坑と玄室の床面はほぼ同 レベルであるが,羨門部前と玄門部前でやや掘 り〈ぼめてあ

つた。

玄室は,ア カホヤ層下部を天丼に,床面は混パ ミス明か つ色土層まで掘 り込まれていた。玄室の

規模は,奥壁幅 192働 ,右壁幅 141開 ,左壁幅 130釧 ,玄門部倶1の右壁幅 53御 ,左壁幅

67例 を浪1り ,やや右寄 りの両袖平入 り長方形プランである。壁面は幅 4.7御 前後の刃先「 日」形

の工具で右か ら左方向へ,或いは右上か ら左下方向への調整痕が残る。奥壁から約 90物の幅で
,

5～ 10"大の河原石が敷かれた礫床があり,人骨 1体分と思われる骨片が残 つていた。 また,頭

位にあたる右壁際には 20"大の河原石が立てかけてあつた。 天丼部の高さは崩壊 していたために
(2)

わか らないが,奥壁中央で 59働 ,右壁近 くに残存 している部分は約 55御 で平 らである。

(註 )

(1)県報告第 24集では,小林市К流迫の下の平地下式横穴の類例があげ られている。

(a 痛平な石を壁に立てかけた類 allと して,国富町深年の市ノ瀬地下式横穴 1号 ,本庄の北神原

地下式横穴 5号 .6号 ,綾町入野の四反田地下式横穴,えびの市上江の小木原地下式横穴 1号等

がある。えびの市のものは板石であるが,他の 4例は本地下式同様大きめの平 らな河原石を用い

円礫が敷きつめてある。
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56-2号 地下 式横 穴 出土 遺 物

講
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第 8図

遺  物 (第  8 図 )

第 8図 1は ,変形圭頭斧箭式の鉄鏃で奥壁際に残存 していたものである。鋒部をわずかに欠き
,

現存長 70御 ,鏃身最大幅 30",厚 さ Q2御 を測‐る。 |        ‐|

第 8図 2は ,広根両丸造柳葉式の鉄鏃であるも現存 :長 11・ 7″ ,鏃身曇本幅 1・ 8響 ,厚さQ35"。

矢柄が遺存 しているが,状態はよくない。矢柄までの鏃身長は 75響 である。 ||

次述の直刀 と共に外へ持ち出されていたため,出土状態は不明であるが ,‐奥壁近くに置かれていた

といヽう。

第 8図 3は ,現存長 71.8働 の直刀である。平造 りで片関をな し,わずかな内反 りが見られる。

鋒を少 し欠 〈が,刀身長 61.2働 ,茎部は欠損 しており現長 lQ6例である。刀身中央部での身幅

2.5翻 ,背幅 Q4働 である。 (菅付 )

地下式横穴からの出土夕1は まれであり,えびの市島之内の平松第 46-2号地下式横穴 (県

報告第 16集),高原町後川内の日守第 55-1号地下式横穴 (岡第 23集 )等に見られる。

集 石 遺 構 (第  9 図)   .

いわゆる集石遺構の性格の把握は,古墳があつたとする地元民の話しの当否確認の意味からも面

的な調査が必要とされたが,作付けの関係及び時間的制約のF.5題から試掘坑を設定し範囲をとらえ

ることしか出来なかつた。試掘坑は 6箇所設定し,,ヒ倶Iの 試掘坑は Iト レンチとして一応の面的確

認を試みてみた。

結果は, 1ト レンチ, 1～ 3試掘坑において拳大か ら人頭大までの河原石の集石が認め られた。

各試掘坑か らは土師器片の出土があ つたが,器形等全体を復原出来るものはなか つた。河原石の検

出された状態は,葺石 とみるにはプライマ リニな位置を保つものではな〈,多 〈は撹乱されていた。

しか し,河原石除去後の Iト レンチでみ られた地形の起状の状態は墳端部を示す ものと考えられ

又 4・ 5試掘坑で予想通 り河原石の出上が確認されなか つたことも合わせて,径 15%程度の円墳

の存在を認めてよいと思 う。 (北郷)
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Ⅳ  結   語

高田原地下式横穴第 56-1号 の玄室は,平面形が長方形プランで長辺に庇様構造をもち,天丼

がアーチ形 1/C近 い切妻造 りとな つていて
,｀ 羨道は平入 りである。同様な構造をもつ地下式横穴の発

見allは ,宮崎平野南部では,六野原桃木畑A号 ,(註 1),同吹上 50-1号 (註 2)な どの他 ,

戦前,六野原古墳群調査 (註 3)の 際 も発見されている。 このタイプは,福尾氏分類の I一 A類 に

属する(註 4)。 同氏は, I― A類の桃木畑A号 を 6世紀初頭に位置づけている。高田原地下式横 穴

第 56-1号 は ,構造及 び副葬品か ら5世紀末ない し6世紀初頭の所産と考え られる。

56-1号 の閉塞施設は確認されなか つたが,玄室内への流入上の様子か ら判断 して板様閉塞で

はないか と考える。

高田原地下式横穴第 56-2号 は (註 5),礫末をもつ地下式横穴である。榛床をもつタイプの

発見rllは ,宮崎平野南部でな〈,日 向内陸部ではえびの市小木 1号 (註 6)力 あヽるのみである。

宮崎平野部では,長方形平入 り (I類)及 び方形平入 り (I一 B類)の両者に礫床が見られ,福尾

氏は,前者を 5世紀代後半 ,後者を 6世紀後半を考えている。 (註 7)

第 56-2号 は,構造が 正一B類に類似するが,天丼が箱形に近い形状が予想され ,ま た,出土刀

が 5世紀代 と考え られていることか ら (註 8), 6世紀前半の所産と考えたい。

第 56-1号 の主軸は南東方向,第 56-2号 は北西方向であり,両地下式の主軸が約 90度の

差がみ られるが,主軸の方.位 については近年群構造の解明より問題視 とされてきている。

主軸方向の差は,群構造の視点か ら問題提起 しているといえよう。また ,第 56-2号の東に ,坂元氏

の話を立証するが如 〈,径 15%程度の円墳の存在 を予想させる河原石の集落が確認されたが,詳

細については明 らかにしてt/1な い。今後の調査を期待 したい。(面 高)

註 1 日高正晴  「宮崎県桃木畑地下式A号墳」 古代学研究 64号  1972

註 2 日高正晴,岩永哲夫  「 吹上地下式古墳発掘調査」 宮崎県文化財調査報告第 20集

1978

,註 3 瀬ノロ伝九郎,石川恒太郎「六野原古墳調査報告」史跡名勝天然記念物調査報告

第 13輯 1944

註 4 福尾正彦  「 日向中央部における地下式横穴とその社会 J 古文化談 第 7集  1980

註 5 同様 なallは ,綾町地下式横穴,飯盛地下式横穴第 53-1号 等で報告されている。

註 6 日高正晴  「小木原古撹J 九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告(1)1972

註 7 註 4に 同じ

註 8 石井昌国  「 出土刀」 新版考古学講座 7 有史文化 (下 )
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図 版 1高 田 原 地 下 式 横 穴

2

第 56-1号 出土遺物 (1

周 辺 出土 遺 物 (7)

4), 2号 出土遺物 (2.5.6),
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高 田 原 地 下 式 横 穴 第 56-l号 図 版 2

竪 坑 及 び 羨 門

玄 門 右 浮 彫



高 田 原 地 下 式 横 穴 第 56-l号

玄 室 内 遺 物 出 土 状 況 (頭位方向)

玄 室 状 況 (足 位 方 向 )
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高 田 原 地 下 式 横 穴 第 56-2号

羨 門 部 閉 塞 状 況

図 版 4

竪 坑 及 び 羨 門 (閉 塞 石 除 去 後 )
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高 田 原 地 下 式 横 穴 第 56-2号

玄 室 内 状 況

図 版 5

鉄 鏃 出 土 状 況
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|こめは

地下式横穴の調査件数が 300を越すに至った今日、これらが群集墓を構成することは周知のとこ

ろとなっている。しかしなが ら、地域毎、遺跡ごとに群構成が確実に把握された調査bllは きわめて少

ないのが現状である。地下式横穴の調査は、その多くが単独発見による緊急調査に終始し、|それらの集積

された結果、一つの墓群として位置づけられるのがこれまでの実情であった。従って個々の遺構記録

はありながら位置関係など群集墓としての相互関係を追認できない現状から脱脚し、個々の調査の累

積がそのま 常ゝに地域の群構成の把握につながる|よ うに努めることが、l緊急調査において課せられた責

務といえる。

国富町は、太庄台地の宗仙寺地下式横穴群をはじめ飯盛、市の瀬t大坪、六野原と県下でも有数の

地下式横穴の群集地だけに、各遺跡ごとの1調査累積が今後の国富町内の遺構調査にも強く要請されて
|

きているわけであるo

今回の遺構発見の直接の動機は、 56年 8月 21日 に、町営の耕土改良事業に伴う大型 トラクター

の畑地深耕作業中の墓室天丼の陥没によるものであった。幸い町営事業であった事と、発見地が、か

って多くの地下式横穴の存在が確認された六野原台地の一隅であった事も手伝って、遺構の湮滅を防

ぐことができ、六野原地下式横穴群に資料の累積を果せたのは幸いであった。

通報を受けた町教育委員会では、直に調査体制を整え緊急調査す ることになった。調査は、町教委

の依頼を受けて茂山護、長津宗重の両名で担当実施することになった力ヽ 諸般の事情から、 56年 8

月 31日 と9月 1日 の2日 間という緊縮された日程に集約せざるを得なかった。しかも、当初の予定

では 1基 |だけであったのが、現地でもう一カ所の陥没地点を確認した事もあり、2日 間で2基 を調査

する結果となったことは、調査の万全を期する上からは遺憾であつた。

調査にあたっては、町教委文化財担当鈴木係長はじめ、町教委社会教育課関係者、地 氏、

氏には、多大のご協力を得た。記して感謝の意を表わしたい。
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遺 跡 の 現 状

遺構の発見された国富町大字北侯字源六原 (3703-34、 3703-31)は 、いわゆる六野原

原台地の一偶であり、台地の西方縁辺に位置する。その位置は、台地の 中央を横断す る三名、山田を結

ぶ県道を吹上に登り、碁盤目に通る農道のうち、吹上から北へ 3番 目の東西に走 る農道を県道から左折

西進した突き当り地点になる。

六野原台地は、北に隣接する西都市山田・都於郡の丘陵地を背にして、南に開けた標高 100m、 東
‐
西 4渤ヽ南北 1脇、面積 4 0 0haを 容する高延な台地である。第二紀層を基盤 として厚 いシラス層 と

日向ローム層に覆われたこの台地 が、早 くから人々の生活の舞台 となってきたこと|ム 台地上の諸処か

(註 1)
ら多くの遺物が採集されてぃるこ

とからも明らかである。今回の調

査に際しても、遺構発見地の周辺

畑地から縄文前期の寒ノ神式止器

(第 2図 )が採集されてお り、埋

蔵文化財の包蔵地として一層の確

認調査の要請される台地といえる。

ところで、「六野原台地」 とい

えば、昭和 17・ 8年の軍用飛行

場建設に伴って実施 された「六野
(註 2)_

原古墳群」の調査が想起される。

10基の高塚古墳の調査改葬に

伴って行なわれた27基の地下

式横穴の調査は、地下式横穴を

群として把握した最初の調査で

あり、本県の地下式横 穴研究史

上画期をなす貴重な調査であっ

た。今日、出土資科の再検討と、

その再整理による基礎的な資料

集成が求められてきているので

ある。

六野原台地の周辺の北俣チlk

三名りlk深年川で縦断された台

Ψ

第 2図 東諸県郡国富町源六原表採土器拓影
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鷺に、S、修聡

第3図 六野原地下式横穴―第 I群―命配置図
(「六野原吉墳調査報告」による推定位置 )
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競 卜には、六野原北西方の元知 原をはじめ、八代南俣の大坪、深年台地の市の瀬、須志田の飯盛、そし

て、南にp_本

=賞
黎ヽ北に下三財の前原、月中と、濃厚な地下式横穴群の分布地帯となってい る。1西都原

と木庄を結ぶこの地域の歴史的地理 的環境が重視されるわけである。 (第 1図 )

六野原地下式横穴群の 27基 は、吹上以西の台地上に分

布していたもので、二つの群集に分けることができる。一

つは、字六野原と字吹上に分布した 14基 で、円墳 1基を

加え、甲胃を出土した 8号墓と10号墓を中核とする群

(以下第 I群と称する)と、字桃本畑と字狐平、字戸角に

分布していた 18基の群 (以下第工群と呼称する )と であ

る。第Ⅲ群には、前方後円墳 1基 と円墳 8基の計 9基の盛

土墳が存在していた。第Ⅲ群の中心は、副葬品の上からは

狐平の 1号墓に代表 されるが、構造上天丼に屋根の712を 線

刻表現していた 2号墓は注目される遺構命一つに数えられ

る。

今回発見された 2基は、この第 Ⅱ群¢西方に位置してい

る。「六野原古墳群調査報告書」鈴分布図を拡大し、現在

の耕地整理された地形図に重ねた推定配置区 (第 3図 )に

よれば、 1号墓とは、東西におよそ430m離 れた地点に

位置している。現在、字名は源六原であるが、元は狐平に

属していたらしく、 1号、 2号墓の所在地 も狐平から桃木

畑に包括 されるなど、 1目字名と現状には若干のくい違いが

みられる。いずれにしろ、第 Ⅲ群でもっとも集中するのは

桃木畑である。今回∩2基 も一応第Ⅲ群に位置づけておく

が、〃ζ本畑が台地の中央 174近 く、源六原との間には谷が入

り込んでおりしか も台地の縁辺という現況からすると、将

来源六原を中心に一群命構成されることも十分に考えられ

る。
(註 3)

六野原では、27置
aげ

かに 46年蹴 本畑に 1基、

50年に吹上に 1基が発見されており通算 29基が調査さ

れていることになる。従って、今回の 2基 を加えると81

基を数えることになる。今後更に発見される可能性は高 く、

8703-84

3703-38

37o3-31

30号 に1二塾

___´イ熱F"

370S_.32
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地域毎に群構成の細区分も予想される。それだけに、昭和 17.8年 の調査以来、六野原地下式横穴

群として位置づけられてきたことをE・L慮 し、この台地上に発見される遺構は、全体数を把握する上か

らも一連番号で呼称しておく方が至当である。従って、今回発見の源六原の 2基は、西狽I遺構から六

野原地下式横穴 30号、同31号として報告することにした次第である。     | ‐・  ‐

(註 1)田 中熊雄「宮崎県考古資料発見地名表」

(『 宮崎県文化財報査報告書』第 2輯 )1957

(註 2)瀬 之園伝九郎「 六野原古墳調査報告」

(史路 勝天然記念物調査報告 第 13輯 )1944

(註 3).日 高正晴「宮崎県桃木畑地下式A号墳」    ‐

,    (「 古代学研究」 64号 )抜 刷

(註 4)岩 永哲夫「吹上地下式古墳発掘調査」

(「国富町文化財調査資料」第 1集  1980 ‐

-52-



構泣還lll

l 六覇朦 地下 式 横穴 6◎ 号

構造  竪坑を南に、玄室を北債1に して掘さく構築した全長 640t物 の長方形妻入形の平面構成をと

る遺構であった。竪抗と玄室の中心軸は、羨道 を境にして屈折してお り方位の偏りかみられた。貝p

ち、堅坑の、N31Eの 中心軸に対し、玄室の長軸中心線はN19Eに あり竪坑より北へ 159偏っ

て掘さくされていた。

現地は、耕土改良事業にょる大型 トラクターの深耕削平が著しく、耕土面から50～ 60働下層

の黄橙色火山性砂質土 (赤 ホヤ )層面まで撹舌Lさ れ、随所に赤ホヤの土塊が耕土上に掘 り起された

状態にあった。従って、耕土面から赤ホヤ層までの層序については明らかにできなかったが、赤ホ

ヤ以下の土層につしヽては第 5図実測図断面に示した通 りである。

地下式横穴は、多 くの場合赤ホヤ」画の黒土層中ょり掘 り下1入 赤ホヤ層乃至は下層傷黒褐色粘

質土層を天丼として下層の粘土層に墓室を構築している。若干地層の違いはあるが本遺構 も同様の

構造であった。基盤整備等で遺構が発見されるのは、いずれも、赤ホヤ層上面まで削平された場合

である。土質にもよるが、一般に遺構上部の土層厚が 60粥以下にならない限り容易に陥段はしな

いものである。

太遺構の場合も赤ホヤ層た竪坑の掘 り込みを明瞭に確認することができた。掘り込みでは、長さ

280御、幅195めのや 変ゝ形した隅丸′長方形をとり、ほぼ重直ld_160御 ほど掘 り下げ、パミ

ス混入の粘土層を床面として横穴を掘さくしていた。現在の耕地面か らす るとおよそ2m下 に 坑

底は位置していることになる。竪坑床面の広 さは、長さ2 1 0cm、 幅 170硼、3.5ポ であつた。

羨道は、竪坑北俣1基底壁面のほぼ中央に、坑底を底辺として、高 80釧、幅底辺で80"、 天丼

部で70"∽梯形状に開口する。玄室までの長さは50御、膝つきの姿勢でようや くくぐり抜けら

れる程度の羨道であった。

玄室は、羨道から左右にほぼ均等に掘り広げた両袖型につくる。玄Fl部の幅 210御、東倶1壁の

長さ370"、 西側壁面の長 さ380“、奥壁幅 150"と 、奥壁に向って若土狭ばまる隅丸長方

形の平面形をとっている。天丼は、中心部分が陥没剥落しているので断定できないが、奥壁に近い

部分の状態や、両倶1に棚状切込もないことからドーム形に造 られていたと推定される。天丼高は 10

5～ 115物 を測る。

玄室床面の中央には、奥壁から20粥手前から羨道の方へ向って全長 290御、両端がや 狭ゝ く

なるが幅45～ 50御、深さ5鋼の長方形の屍床を設けていた。

羨門の閉塞については特別の遺構は検出できなかった。しかし、玄室内部への流土量は少なく何
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等かの閉寒施設の存在したことが推定 されるぅこのことは、竪坑の埋土の推積状況からも、羨門付

近の黒土が軟かく周辺に比べ固化状態になかった事からも窺える。羨門に特別の閉寒施設の遺構が

認め'ら れないのは六野原地下式横穴群に共通する傾向といえる。

埋葬遺骸 玄室内部に遺存した人骨は 2体分であった。 (第 5図 )2体の人骨は、それぞれ頭位

を異にし、南頭位の 1号人骨と、奥壁倶11こ:北頭位をとる2号人骨とであった。両者は、いずれも屍床

の両端から60印の位置に頭蓋骨が遺存しており、その間に四肢骨が重なりあった状態にあった。

2号人骨が頭蓋骨四肢骨とかなり保存されており、骨格の確認ができたのに対し、 1号人骨の方は

全体的に遺存状態が悪 く頭蓋骨も、前頭部から後頭部にかけての輪かく― 部をとどめているにす

ぎなかった。四肢骨
｀
は床面に密着した痕跡状態であった。このような人骨の遺存状態は、 1号人骨

と2号人骨の埋葬に時FEE差 のあることを示すもので 1号人骨埋葬後すでに自骨化した時期に 2号人

骨の追葬があったのではないかと考 えられる。ことに屍床西側の墓室床面に密着した四肢骨の一部

と考えられる骨片は、 2号人骨埋葬時に屍床内から排除された 1号人骨の一部と考えられるもので

であった。竪坑埋土命断層図も再度の推積状態を示していた。 (第 5X)

同一墓室内に2体の遺骸が頭位を異にして埋葬されていた伊」は、大萩 7号や、本庄 28号伊Jがあ

る力え太 9‐
llの ように、埋葬遺骸が交互にしかも重なりあった状況に置かれていた例は、大萩 3号の

(註 1)
1例 が知 られている。

遺物の出土状況、 80号の副葬晶は刀子と鉄鏃のみであつた。刀子は、屍床の北端から50～ 60

印、 2号人骨頭骨の下に切先を北にして出上している。鉄鏃は、屍床の南端か ら60錐、 1号ノム、骨

頭骨の西棋」、剛木狽1縁に先端をゴ機こして副葬 されていたものである。いずれも頭蓋骨に沿った出土

状況からすれば、刀子は2号人骨の、鉄鏃は 1号人骨に副葬されたもも考えられるが、断定はでき

ない。

玄室全長 3mを越す長方形妻入り型の地下式横穴としては、副葬品の少ない遺構であった。しか

し、太遺構にとって注目されるのは竪坑上部で検出された須恵器と土師器である。これら命土器は、

いずれも破砕された状態で出土しており、おそらく埋葬儀礼に伴う祭器として使用され埋葬後に破

砕遺棄されたものと考えられる。ただ、耕土の撹乱が著しく、竪坑周辺の土層観察が十分にできな

かった事もあり、竪抗上部における盛土や、墓域等の確認ができなかっただけに、土器類の破棄散

乱状況の詳細が記録できなかったのが残念である。

(註 1) 「大萩遺跡」(1)(「瀬戸ノ園地区特殊農地保全整備事業 174伴 う埋蔵文化財発掘調査

報告J 1974

大萩 3号では男女であり、男性の埋葬後に女性が埋葬されたと推定 されている。

六野原 30号 2号人骨の性別については後日人類学の判定をまらだい。
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六 野 原地 下式 横 穴 51号 (第 6図 )

構造 当遺構は、 30号とは逆に竪坑を北に玄室を南にして構築されていた。竪坑と玄室の中心

線は、羨道を境に1号墓同様の偏りがみられた。竪坑の中心軸はN35W14、 玄室の方はN20W

に中心軸鑓 く構築となっていた
=

形態上は竪坑―羨道―玄室が縦列する全長 370御 の長方形妻入型に属する遺構 であるが玄室の

形はかなり変形し、いびつである。

遺構の床面での計倶1値は、竪坑の長さ125御、幅 100御、羨道は幅 65御、長 さ50御、推

定高 60～ 70御、玄室は、奥行 196御、幅は手前で 135御、中央部で115御を測る。中央

付近から玄室東側壁が急激に狭まり幅 30"の奥壁に合流する。 このため、玄室全体は、西壁倶」の

(註 1)
突出した不定形の墓室を形造ることになった。全体の形態からは、元知原の片袖P字形の遺構 に

連なる要因を示しているともうけとれる。壁面に残る掘削痕から推定す ると、幅 14御前後のU字

形鋤先装着の掘り具が使用されたもの と考えられる。掘肖1痕 は、東壁では左から右へ、西壁では右

か ら左方向へ斜に掘り具の使用されたことを示している。また奥壁近 くでは突き掘 りした状況が観

察され、柄と刃先が重直 に取りつけられた鋤具であったものと推定される。

玄室天丼はドーム状に造られ、床面か らの高さは中央部分で 68～ 63御で、両側、奥壁に向っ

て低くなっている。従って、玄室内は膝つきの這ばい状態でどうにか身動きのとれる程度の墓室で

あっスЪ

西壁に沼って設けられた屍床は、幅 30～ 40御、深さ5物の無造作なもので、床面には約 3印

ほどの厚さに、きめ細かい軟かい敷土が観察された。

屍床に遺存した人骨は1体分で、頭蓋骨左側面部分と、肩甲骨片、肋骨片、経骨残片であり、か

ろうじて原形を保っている状態であった。頭蓋骨残片で注目されたのは、頭骨を覆うように 1銘潤

隔で縦列する幅 l御 ほどの有機物の黒線が数条付着していたことである。このような黒線の付着は、

須木村上ノ原 9号地下式横穴の人骨の竹製櫛の櫛歯痕のrllが ある

'2≧

遺構には櫛の検出がないだ

け!亀 直に櫛歯と断定することができないが興味ある徴証であった、

当遺構か らは伺等の副葬品 も検出されなかった。羨道から玄室の前半にかけて陥没していたこと

もあって、羨道の閉寒については明らかでない。礫石や土塊等閉塞に関るものが検出されなかつた

ことは30号と同様である。当遺構も当然六野原地下式横穴群に共通する閉塞形態がとられていた

もの とお もえる。 (茂山  護 )

(註 1) 西都市上三財字元知原に所在。45年 1月 に基盤整備事業で 7基の遺構が発見調査された。長方形

妻入家形の 5号墓以外は全て、片袖逆P字形の構造をとっており、元知原地下式横穴群の一つの型

として位置づけられるものである。 日高正晴氏 調査 (未報告)

(註 2)岩 永哲夫 。茂山護「上ノ原地下式古墳発掘調査」 (「宮崎県文化財調査報告書」第 22集 )1981
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物遺Ⅳ

須恵器と土師器

当地下式横穴の須恵器 と土師器は、いずれも

竪坑上部付近よ り検出されたものである。

地下式横穴の竪坑上部及びその周辺から、

葬送儀礼に伴う供献土器 と考えられる須恵

′
器や土師器の出土例 |ム これまで 11例ほ

どが知 られていワテ
)当

地下式横穴の圭器 類

も竪坑上部における供献土器の一部1考11
れる。

1)須恵器

蓋 (第 7図 1・ 図版 2)

口径 15.8印、器高 ユ3"、 天丼部と体部

の境には明瞭な稜がある。口縁部は下外方へ

伸び口縁端部は丸 く、内側に明瞭な段を有ず

る。天丼部の約 2分の 1に反時計回 りのヘラ

削りを行なっている。色調は灰青色を呈し、

自然釉がかかる。胎土には大粒の砂粒を含み

焼成は堅緻である。

身 (第 7図 2・ 図版2)

口径 138“、受部径 160"、 器高 4.9

"、
立ち上がりは直立気味に伸びt端部は平

坦である。受部は外上方へ伸び、受部先端は

丸くおさめ、受部の上面には一条の凹線がめ

ぐる。底部には時計回 りのヘラ削りを行なっ

ている。色調は灰青色を呈し、胎土には大粒

の砂粒を多 く含み、焼成は良好である。

ヽ
~~

/

0               1Qフ

第7図 六野原地下式横穴 30号

出土須恵器 実測図
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腺 (第 7図 305・ 7、 図版 2)

3は、口径 138御、器高 14。 4御、頸部径 晟7印、胴部最大径 92御である。や 長ゝく外上

方へ広がる国頸部を有し、頸
:部

は太い。口縁部 と頸部の境には凸帯によって明瞭な段をなし、口

縁部は外方へひらいている。日縁端部には明瞭な段がある。頸部には櫛描波状文を施した後 :上位

の方を横ナデによってす り消している。体部はほぼ球形をなし、底部は丸い。肩部には明瞭な稜

はなく、櫛描列点文を施し、ここに円子しを1個穿っている。底部に反時計回 りのヘラ削 りを行な

っている。色調は黒灰色を呈し、胎土には大粒の砂粒を若干含むが精選されており、焼成は竪緻

である。

5は、復元口径84御の疎口縁部片である。国唇上面は平坦な甘い段を有する。口縁部と頸部

の境には凸帯によって明瞭な段をなし、内外面ともナデを施す。色調は黒灰色で、胎上には大粒

の砂を若干含み、焼成は堅緻である。

7の 口縁部片は、国唇上面に凹状の段を有す る。色調は灰青色を呈し、胎土は精選され、焼成は

堅緻である。

甕 (第 8図 4o6)

4は、大きく外彎する短い口頸部 を有する国径 196"の 小形の甕である。国縁端部は三角形

に近く外倶1に肥厚し、先端は丸 くまとめている。国頸部は内外面とも横ナデである9肩部の内面

には同心綱の叩きを、外面には格子 目の叩きを施す。色調は青自色を呈し、胎土には小砂粒を多

く含み、焼成はやや軟である。

6は、 4の 甕の胴部の破片である。内面は円心円の叩きを施した後に、部分的に横方向にナデ

消している。色調は青自色で、胎土には小砂粒を多く含み、焼成はやや軟である。これ以外にも

4と 同」 固体の甕の破片は多獅 るが、小 さく破砕されてお り、代表的なものを図示した。

2)土師器

(第 8図 8～ 12)

5個の婉はすべて口縁部が内彎しているが、端部の丸い a類と、端部の尖鋭な b類とに分かれ

る。 9-121ま a類 !こ、 8は b類 !ζ鋪雲する。

9は、復元口径 168御、外面のみ丹塗りで、内面はナデを施す。色調は淡赤褐争を塁し、胎

土には小砂粒を多く含み、焼成はやや軟である。 10は、復元口径 192御、外面はヘラ磨き、

内面はナデを施す。色調は赤褐色を呈し、胎土には小砂粒を多く含み、焼成はやや軟である。

11は、復元口径 18.8御、内外面とも丹塗りされ、内外面ともヘラ磨きを施すo 色調は黄
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褐色を呈し、胎土は精選 され、焼成は良好である。

12は復元口径18.8cm、 内面はナデ、外面はヘラ磨キを施す。色調は黄褐色を呈し、胎土には小砂粒を

1多 く含み、焼成はやや軟である。

8は、復元口径 14.8御、内外面とも丹塗 りでヽ 外面はヘラ磨き、内面はナデを施す。色調は

黄褐色を呈し、胎土は精選され、焼成は良好である。

靖 (第 8図 13)

口径&0翻の靖の国縁部で、斜め上方へ口縁部は伸び、端部は丸 くまとめている。内外面とも

縦方向のヘラ磨きを施す。色調 17■黄褐色を呈し、胎上には小砂粒を若干含み惨焼成は良好である。

高椰(第 8図 14o15)

14は、底径 lQ6御の脚部片で、肱]部端

部は丸くまとめている。外面は縦方向 のヘラ

磨きを、内面にはナデを施す。色調は暗赤褐

色を呈 し、胎土には大粒の砂を多数含み、焼

成は良好である。

15は、 14のナ不部片で、外面にはハケロ

を施す。色調は黄褐色を呈し、胎土には大粒

の砂を含み、焼成は良好である。

2 鉄  製  品

玄室内より刀子 1、 鉄鏃 1が出土している。

1)鉄鏃 (第 9図 1・ 図版2)

鏃頭三角形を塁する平根菱形鏃である。全

長 101御、幅23例 を測り、レンズ状の断

面である。重量 13′ 。

2)刀子 (第 9図 2・ 図版2)

刃部長 68御、鹿角装柄部 11.0"、 全長

178側の鹿角装の刀子である。刃部先端は

折れ曲がっている。 第 9図 六野原地下式横穴 30号 出土鉄器実測図

10"
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‐ 当地下式横穴の竪
鍵碁勇

に検出された須恵器の時期は、不蓋・身に関しては、4鴫 士雄氏編年

の第ⅢA期に相当する。 特に邦蓋は、天丼部と体部の境に明瞭な稜や、口縁端部内側の段に見ら

る。腺[:こI貫曾T詈孟‡よ[II』il曇晉i]:隧
出土の不基計i)り も古ぃ特徴を有す

蠣泉と同タイプであり、第Ⅱ期と第ЩA期の

境に比定される。 1線 の口縁部片 7は、日唇上面の明瞭な段に示されるように3よ りも古式の特徴

を示しており、第Ⅱ期に遡る可能性もある。                              
‐以上のよう!砲 当地下式横穴の竪坑上部出土の須恵器は、

=期
に遡る可能性のある古式須恵器の

断片も含まれてはいるが、全体的には第ⅢA期に相当する器体が主であり、須恵器に示される年代      '
観は、6世紀中頃に比定される。  (長 津宗重 )

(註 1)岩 永哲夫「 日守地下式古墳群調査報告」

.   (『
宮崎県文化財調査報告書』第24集 )1981         ‐ ‐

|(.註 2)1小甲富士雄「中尾谷窯跡群の調査 ― 第Ш期須恵器」      _ _.‐
(『 八女古窯跡群調査報告』Ⅱ)1970

(註 3)コ 1腫太郎「馬頭遺跡」 ■

((『 九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告0)』 )1972

(註 4)日 高正晴「小本原古墳」

(『 九州縦貴自動車道埋蔵文化財調査報告(1)』 )1972      ‐‐  |

(註 5)福 尾正彦「宮崎県内出土の須恵器 ― 地下式横穴・高塚古墳出土bllを 中心として」

(『 古文化談叢』第6集 )1979
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語結V

■今回の六野‐原 30■ 31■ 1号墓の調査は、.昭和■ 7318年調査の六野原地下式横穴群 27墓に新たな

資料を加えただけでなく」‐字源六原の地にも遺構め存在を明らかにし、1六野胎 地の地下式獣 ‐群に

従来より地域駆 がりのできる可能性を示した とで
零

｀
重であらた計 がヽちての飛行場建設力ゞ

邊難
の開拓ξllそ して新しい営農地区建設と幾多の大規模な削平整備を受けたにも拘らずζ46年の桃木畑

60,年には違 =.12し て今回め源六原とξ断続的ではあるが遺構の発見が続いているわけであるよこ

のことは:‐と,もなおさずなお多 くめ遺構埋蔵の証しであ―りξ lZ 7基をもちて六野原地1下式横穴群の

全てを断定でき晟 11‐と
―
とを裏付けるもめか えょうよ―それはご地下式横穴に限らず今回の遺鯛 辺

畑地での塞ノ
ー
神式上器片の表採からも明らかなように縄文、弥生、古墳にわたる多くの遣物 。遺跡の

包蔵を示唆するも働である。地中に遺 された占代人の生活め軌跡が無作と灌滅 されるCと のないこと

を願 うものである。                ‐‐‐
・

■● : ‐‐■■ ‐ ‐

今回調査した地下式横穴 2基は、構造上は竪坑 。羨道 。玄室の長軸が縦列する.長方形要入型の範時

曝 し、屍床の存在からすれば、alll分類碗 式「妻入型有屍床鎌 f)をこ翻 」され緩 構であ た。

ことに30号が著明である。六野原地下式横穴群の中ではこれまで10号 ●8号 |も
-2号がこの形式を

イt表 していたわゞ、ここに80号を加えることになった。          |■■■■| | | ||:

ところで鍵同じ妻入形有屍床式といちても玄室全長 51轟 以上を測|り t.そ の占‐有面積 97ゴを越す

10号や8号と、全長 &3m、 占有面積も9ぽめ 2号 1と では規格上だけで|な くtlそ の副葬品の内容に

おいて も甲冑 刀゙貪10鏃・鋤先 e鏡 。管玉をもつ 10号や8号とζ直刀ξ鏃 1斧 |め た号墓とでは歴然

とした格差が認められる。 30号の場合は構造規格上はt玄室め1全長a5轟 t‐ ■有面積 97ぽ と2号

に次 ぐ規模を示す。しかし、玄室天丼に極木状線亥」を施し明瞭な家屋構造を造る2号とo天丼をドー

ム状に進出し、竪坑、玄室の中心線の屈折した80号とでは構造上の格差は明瞭である。さらに副葬

品の組合せでも鉄鏃と刀子各 1木の 3③ 号とでは一段階の格差が窺える。

このことは、もっとも曲型的な妻入型有用宋式の 8号や 10号 と80号 との間には 2段階の幅差と

なるわけで、六野原地下式横穴群の妻入型有屍床式の遺構間には8号 。10号→ 2号‐ 30号の縦列

の関係が確認される。この縦列関係が、同時に時期差をも示すものかについては、同様の格差をみる
信主5)(註 6) (註 7)

下北方地下式横穴 4号 と5号のようにほぼ同時期の築造と判断されている例もあり、一概に断定でき

ない。だが、今回 30号では竪坑上部から葬送儀礼に用いられ、祭祀後に破砕遺棄されたものと考え

られる須恵器や土師器が検出された。須恵器に与えられたⅢA期機匁代観が、 30号の築造年代を示

す ものであれば、 8 号、 10号働菖」葬品の組み合せに示 される年代との間には明らかに時期差が認

められる。このことは、 8号、 10号のような第一級の遺構と、 30号級の遺構とでは、明らかに構
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造上の格差と時期的推移に相関関係が認められることを示した。しかし、 2号と30号、或は2号と

8号 との時期差についてはなお検討を要する。ここで留意すべきことは、所属集団と群構成の違いで

ある。即 ち六野原古墳群は 8号・ 10号の所属するI群 と、 2号 。30号の群集するⅡ群とに分けら

れ る。 I群に|ム 10号の墳丘と考えられる10号墳以外に全く高塚古墳がないが、 I群の方は、 9

基の高塚古墳があり、これと混在するように地下式横穴が分布していることである。 そして 8号 と
|

10号、 2号と30号は、それぞれ所属群の主軸となっていることも見逃せない。これは、両群の格差   ,

とも関わることであ り、高塚を容しない I群の 8号・ 10号は、副葬品の内容からは、高塚古墳の中      :

枢たる6号墳と対応し得るだけのものがあ り注目される。群の格差とも関連し、 工群の中での2号 と       `

30号の位置づけは、六野原古墳群全体の成立過程とも関連し検討さるべき課題といえよう。          

(茂山  護)

(註 1)日 高正晴「宮崎県桃木畑地下式A号墳」

(賠 代学研知 64号抜刷 )

1(註 2)岩 永哲夫「吹上地下式高墳発掘調劉

(「国富町文化財調査資料」 1集  1980

(註 3)石 り|1垣太郎「地下式古墳の研究」 1973

(註 4)註 3に同書

(註 5)石 川垣太郎「宮崎市下北方地下式古墳調査報告」

(賠 崎県文化財調査報告書」第16集  1972

(註 6) 「 TJヒ方地下式横穴 5号」

(「宮崎市文化財調査報告書第 3集 ))1977

(註 7)福 尾正彦「日向中央部における地下式横穴とその社会」

(『 古文化該 』 第 7集  1980
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図版 1 六野地下式横穴 30号出土遺物 ―須恵器・刀子 0鉄鏃



鰤 釉ヾ

図版 2 六野原地下式 30号 玄室内部
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